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六ヶ所再処理工場の水素爆発を想定する機器において水素爆発が発生した場合の燃焼挙動、機器健全性等

の把握を目的とした網羅的な解析・実験を実施している。代表機器の一つの小型環状槽について、水素爆

発試験の結果を報告する。 
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1. 緒言緒言緒言緒言 

小型環状槽において水素爆発試験を実施し、水素爆発の影

響を確認した。小型環状槽は内部構造物の異なる 3 ケースを

製作し、内部構造物の過密による違いもあわせて確認した。 

2. 実験実験実験実験 

2-1. 試験装置試験装置試験装置試験装置 

試験装置概略を図 1に示す。試験装置は TBP洗浄塔を模擬

した小型環状槽、バッファチューブ、気相部を模擬した配管

から構成される。 

2-2. 試験条件試験条件試験条件試験条件 

既報[1]と同じく、放電型の着火装置を使用し、測定対象は

圧力、光、ひずみとした。水素濃度は 30vol%、着火位置は小

型環状槽の気相部とした。 

3. 結果結果結果結果 

圧力、ひずみともに内部構造物による大きな違いは確認さ

れなかった。圧力時間変化例を図 2 に示す。小型環状槽の最

大圧力 0.5MPa に対して小型環状槽とバッファチューブを接

続する配管（接続配管）では 3.0MPaまで上昇しており、爆轟

に遷移したと考えられる。しかし、最大ひずみは弾性域であ

り、容器の健全性が保たれていることを確認した。 
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図 1 試験装置概略 

図 2 圧力時間経時変化 

上：小型環状槽/下：接続配管（模擬容器 A） 
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